
当時の動物園管理

　最初のころ、70 種 148 点の展示動物が飼育され、日曜
日には 700-800 人が来園しました。（その当時の台北の人
口は約 170 万人）
　飼育場は主に鉄製フェンスのケージで、哺乳類、鳥類、
そして爬虫類の観覧場所から獣舎側はドイツ様式でした。
全飼育員はおよそ 20 名で、多数の台湾産動物も動物園内
で飼育しました。

　日本統治時代、有名な大きなオラン
ウータンがいました。1925 年、その
オランウータンはボルネオ島で生まれ
ました。彼は生まれるとすぐに、台北
市立動物園へ送られました。そして、
戦争が彼の命を奪うまで、台北動物園
にいました。オランウータンの標本は
標本室で管理していましたが、その薄
汚れた外見のために、動物園が新しい
場所に引っ越こす際に標本は捨てられ
てしまいました。

歴史的な主な出来事

一郎　君

　1944 年、台湾全島が戦争状態
になり、度重なる空襲を受けま
した。それはまた、猛獣にとっ
て悪夢でもありました。猛獣が
逃げ出したり、獣舎が崩れて猛
獣が人に危害を及ばないように、
彼らは殺処分されました。
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